
 

 

 

２００６年４月１８日 

 

あいおい損害保険株式会社（社長 児玉 正之）では、三大疾病に“とことん”こだわった

充実補償と安心の商品付帯サービスを提供する長期第三分野保険『リブリード』（健康総合

保険）の契約件数が、昨年４月の発売より１年間で１０万件を超えました。 

 

本商品は、「お客様が本当に望んでいるもの」「募集を行う代理店にとって売り易い商品」

の実現を念頭に置き、お客さまと代理店から寄せられた貴重なご意見・ご要望に基づき、

昨年 4 月に従来商品である「健康倶楽部」の抜本的な商品改定により商品競争力の一層の

強化を図り、新たに『リブリード』として発売したものです。 

昨年度の『リブリード』発売に際して実施した ①三大疾病関連補償の充実、②医療補償特

約の終身契約の保険料水準引下げ、③弊社自動車保険契約者を対象とした『リブリード』

保険料割引制度の導入など、常にお客様の声を形にしてきたことが好評を得たものと考え

ております。 

今後も引き続き、お客様のニーズを反映する「一歩先から“生きる”を応援する長期第三

分野商品」の開発・販売を通じて、少子高齢化社会におけるお客さまの様々なニーズ（医

療、介護、老後の生活資金など）にお応えすることを目指してまいります。 

 

 

■『リブリード』新規契約の販売状況 
契約件数 約１０１ 千件 

（２００６年４月３日現在） 

 

 

 

 

以上 

一歩先から“生きる”を応援する『リブリード』（健康総合保険） 

発売以来 1 年間で１０万件突破！ 


